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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための方法であって、
　サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジュ
ーリングされた近隣基地局を識別することと、
　前記干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価す
ることと、ここにおいて、前記評価することは、前記ＵＥが１つ以上の干渉信号に関する
プリコーダリソースバンドリングの存在を説明すべきか又は１つ以上の干渉信号に関する
プリコーダリソースバンドリングを無視すべきかどうかを示す表示に関して前記サービス
提供基地局又は前記近隣基地局のうちの少なくとも１つからの信号を評価することを備え
る、
　前記評価に応じて前記サブフレームに関する干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）動作を
修正することと、
　を備え、
　前記評価することは、前記近隣基地局の通信がプリコーダリソースバンドリングを含む
尤度を決定することを備える、ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための方
法。
【請求項２】
　前記評価することは、前記干渉信号内にプリコーダリソースバンドリングが存在するこ
とを示す前記サービス提供基地局からの表示が存在しない場合にプリコーダリソースバン
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ドリングを無視することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記評価することは、
　前記近隣基地局から信号を受信することと、
　前記受信された信号の隣接する物理的リソースブロック（ＰＲＢ）又は隣接するサブフ
レームのうちの１つ以上に関するチャネル特性を推定することと、
　チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダリソースバンドリングが
存在すると決定することと、
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スレショルドは、前記隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームに対する前記受信
された信号のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）境界の位置に基づいて２つ以上のスレ
ショルドから選択される請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　バンドリングされるべきであると決定された前記受信された信号の１つ以上のプリコー
ディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）のチャネル特性を再推定することによって
前記チャネル特性の前記チャネル推定値を精巧にすることをさらに備える請求項３に記載
の方法。
【請求項６】
　前記受信された信号のプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内に拡張
物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）情報が存在するかどうかを決定すること
と、
　前記ＥＰＤＣＣＨに対応する１つ以上のＰＲＢ対を前記推定することから除外すること
と、
をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記表示は、
　１つ以上の干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが存在しないことを示す
表示、
　前記１つ以上の干渉信号のうちの少なくとも過半数に関してプリコーダリソースバンド
リングが存在することを示す表示、
　２つ以上のサブフレーム内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表
示、
　サブフレームのすべてのプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内にプ
リコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示、又は
　サブフレームのすべてのプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内にプ
リコーダリソースバンドリングが存在し、及び、ＰＲＧ内において、ランク、プリコーダ
、電力レベル、又は変調順序のうちの１つ以上が同一であることを示す表示、
　のうちの１つ以上を備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記表示は、１つ以上の仮想セル識別（ＶＣＩＤ）のうちの各々に関する１ビットの表
示を備え、前記ＵＥが前記１つ以上のＶＣＩＤのうちの１つを用いて信号に関するプリコ
ーダリソースバンドリングの前記存在を仮定すべきかどうかを示す請求項１に記載の方法
。
【請求項９】
　前記ＵＥは、調整されたマルチポイント（ＣｏＭＰ）送信に関する構成を含み、前記表
示は、干渉信号が前記ＵＥ　ＣｏＭＰ構成と同じ構成を有することを示す表示を備える請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記表示は、前記ＵＥがプリコーダリソースバンドリングの前記存在を仮定すべき対象
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となるリソースの部分組を備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記評価することは、前記近隣基地局の１つ以上の識別された変調順序又は１つ以上の
識別されたタイプの送信に関してプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す
表示を前記サービス提供基地局又は前記近隣基地局のうちの少なくとも１つから受信する
ことを備える、または、
　前記評価することは、前記サービス提供基地局から物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）許可又は拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つでプリコー
ダリソースバンドリングの表示を受信することを備える、または、
　前記サブフレームに関するＩＣ／ＩＳ動作を修正することは、復調－基準信号（ＤＭ－
ＲＳ）に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）信号の除去をエンハンスす
ることを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のうちの何れか一項のステップを行うように配置された手段を
備える、ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための装置。
【請求項１３】
　ユーザ装置（ＵＥ）によって無線通信を行うためのコンピュータプログラムであって、
請求項１から請求項１１の何れか一項のステップを行うようにプロセッサによって実行可
能である命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
［０００１］本特許出願は、“PRECODER RESOURCE BUNDLING INFORMATION FOR INTERFERE
NCE CANCELLATION IN LTE”（ＬＴＥにおける干渉除去のためのプリコーダリソースバン
ドリング情報）という題名を有し、これの譲受人に対して譲渡されており、ここにおける
引用によって明示でここに組み入れられている、Ｇａａｌ、等による米国仮特許出願第６
１／８１１，６３３号（出願日：２０１３年４月１２日）に対する優先権を主張するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
［０００２］様々な通信サービス、例えば、音声、映像、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャスト、等、を提供することを目的として無線通信ネットワークが広範囲
にわたって配備されている。これらの無線ネットワークは、利用可能なネットワークリソ
ースを共有することによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワ
ークであることができる。
【０００３】
［０００３］無線通信ネットワークは、幾つかのモバイルデバイスに関する通信をサポー
トすることができる幾つかの基地局を含むことができる。幾つかの技術においては、モバ
イルデバイスは、アクセス端末、ユーザ装置（ＵＥ）、移動局、等と呼ぶことができる。
モバイルデバイスは、ダウンリンク（ＤＬ）送信及びアップリンク（ＵＬ）送信を介して
基地局と通信することができる。ダウンリンク（又は順方向リンク）は、基地局からモバ
イルデバイスへの通信リンクを意味し、アップリンク（又は逆方向リンク）は、モバイル
デバイスから基地局への通信リンクを意味する。各基地局は、カバレッジ範囲を有し、そ
れは、セルのカバレッジエリアと呼ぶことができる。
【０００４】
［０００４］セルラー配備では、マクロセルは、広範な地域、例えば、農村、郊外、及び
都市部、にサービスを提供するセルを説明するために使用される。それよりも小さいセル
は、家庭、小企業、建物、又はその他の限られた区域において配備することができる。こ
れらの小さいセルは、“ピコセル”又は“フェムトセル”と呼ぶことができる。ピコセル
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及びフェムトセルは、ブロードバンド接続を介してサービスプロバイダのネットワークに
しばしば接続される。３ＧＰＰ用語では、これらのセルは、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ（登録
商標）、又は高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ））に関してはホームＮｏｄｅＢ（ＨＮＢ
）、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークに関してはホームｅＮｏｄｅＢ（ＨｅＮＢ）と呼ぶ
ことができる。幾つかの小さいセルは、そのセルとの関連性を有するＵＥによるアクセス
を提供し、幾つかの配備においては、小さいセルの１つ以上の集まりが、特定のエリア又
は建物（例えば、公園、ショッピングモール、等）内のＵＥによるアクセスを提供するこ
とができる。幾つかの小さいセルは、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）セルと時々呼
ばれる制限されたアクセスセルであることができる。ＵＥとセルとの間で特定の関連性を
有さない１つ以上のプロバイダネットワークに関連するＵＥにアクセスを提供するセル（
例えば、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、等）は、オープンアクセスセルと呼ぶこ
とができる。
【０００５】
［０００５］小さいセルは、典型的には、マクロセルよりも低い電力で送信する一方で、
小さいセルからの信号は、マクロセルから受信された信号と比較して相対的に高い信号強
度でＵＥにおいて受信されることがある。例えば、あるＵＥがマクロセルに関してはセル
の縁に位置しているが、小さいセルのリモートラジオヘッド（ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉｏ
　ｈｅａｄ）（ＲＲＨ）の相対的に近くに位置している場合は、そのＵＥにおいて受信さ
れる小さいセルの信号は、マクロセルから受信される信号と同じくらい強いか又はより強
いことがある。ＵＥが小さいセルではなくマクロセルと通信中である例では、ＵＥは、小
さいセルの信号からの干渉に起因してマクロセルとの通信リンクを確立するためにマクロ
セルからの該当する信号を見つけ出して復号するのが困難であることがある。同様に、マ
クロセルからの信号が、小さいセルからの信号と比較して相対的に高い強度でＵＥにおい
て受信されることがある。幾つかの該例においては、ＵＥが小さいセルと通信を確立する
のが望ましいことがあり、ＵＥはマクロセルの信号からの干渉に起因して小さいセルとの
通信リンクを確立するために小さいセルからの該当する信号を見つけ出して復号するのが
困難であることがある。該干渉を低減するか又は除去するために様々な干渉除去／抑圧（
ＩＣ／ＩＳ）技法を使用することができる。
【発明の概要】
【０００６】
［０００６］説明される特徴は、概して、近隣セルの送信の干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／
ＩＳ）のための１つ以上の改良されたシステム、方法、及び／又は装置に関するものであ
る。ユーザ装置（ＵＥ）は、例えば、基地局からダウンリンク送信を受信し、さらに、１
つ以上の近隣局から干渉信号を受信することもある。ＵＥは、干渉信号に関してＩＣ／Ｉ
Ｓ動作を行うように構成することができる。ＩＣ／ＩＳ動作をエンハンスするために、Ｕ
Ｅは、干渉信号に関してリソースバンドリング（ｂｕｎｄｌｉｎｇ）が使用されるかどう
かを評価することができる。ＵＥは、その評価に応じて１つ以上のサブフレームに関する
ＩＣ／ＩＳ動作を修正することができる。ＩＣ／ＩＳ動作を修正することは、例えば、近
隣基地局からの干渉信号を除去するためにそれらの近隣基地局においてバンドリングに関
連する情報を使用することを含むことができる。
【０００７】
［０００７］一態様においては、ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための
方法が説明される。その方法は、概して、サービス提供基地局からのサブフレームの送信
中に干渉信号を送信するようにスケジューリングされた近隣基地局を識別することと、干
渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価することと
、その評価に応じてサブフレームに関して干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）を修正する
ことと、を含む。プリコーダリソースバンドリングは、例えば、周波数に関する物理的リ
ソースブロック（ＰＲＢ）バンドリング又は時間に関するサブフレームバンドリングを含
むことができる。幾つかの実施形態においては、評価することは、干渉信号内にプリコー
ダリソースバンドリングが存在することを示すサービス提供基地局からの表示がない場合
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にプリコーダリソースバンドリングを無視することを含むことができる。幾つかの実施形
態においては、サブフレームに関するＩＣ／ＩＳ動作を修正することは、復調－基準信号
（ＤＭ－ＲＳ）に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）信号の除去をエン
ハンスすることを含む。
【０００８】
［０００８］さらに加えて又は代替として、評価することは、近隣基地局の通信がプリコ
ーダリソースバンドリングを含む尤度を決定することを含むことができる。該決定は、幾
つかの実施形態においては、近隣基地局から信号を受信することと、受信された信号の隣
接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームのうちの１つ以上に関するチャネル特性を推定す
ることと、チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダリソースバンド
リングが存在すると決定することと、を含むことができる。スレショルドは、例えば、隣
接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームに対する受信された信号のリソースブロックグル
ープ（ＲＢＧ）境界の位置に基づいて２つ以上のスレショルドから選択することができる
。幾つかの実施形態においては、その方法は、バンドリングされるべきであると決定され
た受信された信号の１つ以上のプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）の
チャネル特性を再推定することによってチャネル特性の推定値を精巧にすることをさらに
含む。さらに加えて又は代替として、その方法は、受信された信号のプリコーディングリ
ソースブロックグループ（ＰＲＧ）内に拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣ
Ｈ）情報が存在するかどうかを決定することと、ＥＰＤＣＣＨに対応する１つ以上のＰＲ
Ｂ対を推定から除外することと、をさらに含むことができる。
【０００９】
［０００９］幾つかの実施形態においては、評価することは、ＵＥが１つ以上の干渉信号
に関してプリコーダリソースバンドリングの存在を説明すべきかどうか又は１つ以上の干
渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングを無視すべきであるかどうかを示す表示
に関してサービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１つからの信号を評価す
ることを含むことができる。その表示は、例えば、１つ以上の干渉信号に関してプリコー
ダリソースバンドリングが存在しないことを示す表示、１つ以上の干渉信号のうちの少な
くとも過半数に関してプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示、２つ
以上のサブフレーム内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示、又
は、サブフレームのすべてのプリコーダリソースバブロックグループ内にプリコーダリソ
ースバンドリングが存在することを示す表示のうちの１つ以上を含むことができる。幾つ
かの実施形態においては、その表示は、サブフレームのすべてのプリコーディングリソー
スブロックグループ（ＰＲＧ）内にプリコーダリソースバンドリングが存在すること、及
び、ＰＲＧ内において、ランク、プリコーダ、電力レベル、又は変調順序のうちの１つ以
上が同一であることを示す表示を含むことができる。その表示は、例えば、１つ以上の仮
想セル識別（ＶＣＩＤ）のうちの各々に関する１ビットの表示を含むことができ、ＵＥが
１つ以上のＶＣＩＤのうちの１つを用いて信号に関するプリコーダリソースバンドリング
の存在を仮定すべきであるかどうかを示すことができる。幾つかの実施形態においては、
ＵＥは、調整されたマルチポイント（ＣｏＭＰ）送信のために構成することができ、及び
、その表示は、干渉信号がＵＥ　ＣｏＭＰ構成と同じ構成を有することを示す表示を含む
ことができる。その他の実施形態においては、その表示は、ＵＥがプリコーダリソースバ
ンドリングの存在を仮定すべき対象となるリソースの部分組を含むことができる。
【００１０】
［００１０］幾つかの実施形態においては、評価することは、近隣基地局の１つ以上の識
別された変調順序に関してプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示を
サービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１つから受信すること、又は、近
隣基地局の送信の１つ以上の識別されたタイプに関してプリコーダリソースバンドリング
が存在しないことを示す表示をサービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１
つから受信すること、のうちの１つ以上を含むことができる。評価することは、例えば、
サービス提供基地局から物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）許可又は拡張ＰＤ



(6) JP 6437524 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

ＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つ内のプリコーダリソースバンドリングの
表示を受信することを含むことができる。該シグナリングは、例えば、リソースの部分組
のうちのいずれがバンドリングされるかを示すビットマップを含むことができる。
【００１１】
［００１１］他の態様においては、ＵＥによって行われる無線通信のための装置が説明さ
れる。その装置は、概して、サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号
を送信するようにスケジューリングされた近隣基地局を識別するための手段と、干渉信号
に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価するための手段と
、その評価に応じてサブフレームに関して干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）を修正する
ための手段と、を含む。プリコーダリソースバンドリングは、例えば、周波数に関する物
理的リソースブロック（ＰＲＢ）バンドリング又は時間に関するサブフレームバンドリン
グを含むことができる。サブフレームに関するＩＣ／ＩＳ動作を修正するための手段は、
例えば、復調－基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）信号の除去をエンハンスするための手段を含むことができる。
【００１２】
［００１２］幾つかの実施形態においては、評価するための手段は、干渉信号内にプリコ
ーダリソースバンドリングが存在することを示すサービス提供基地局からの表示が存在し
ない場合にプリコーダリソースバンドリングを無視するための手段を含むことができる。
その他の実施形態においては、評価するための手段は、近隣基地局の通信がプリコーダリ
ソースバンドリングを含む尤度を決定するための手段を含むことができる。その他の実施
形態においては、評価するための手段は、近隣基地局から信号を受信するための手段と、
受信された信号の隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームのうちの１つ以上に関するチ
ャネル特性を推定するための手段と、チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときに
プリコーダリソースバンドリングが存在すると決定するための手段と、を含むことができ
る。スレショルドは、例えば、隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームに対する受信さ
れた信号のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）境界の位置に基づいて２つ以上のスレシ
ョルドから選択することができる。幾つかの実施形態においては、その装置は、バンドリ
ングされるべきであると決定された受信された信号の１つ以上のプリコーディングリソー
スブロックグループ（ＰＲＧ）のチャネル特性を再推定することによってチャネル特性の
推定値を精巧にするための手段をさらに含む。その他の構成においては、その装置は、拡
張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）情報が受信された信号のプリコーディ
ングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内に存在するかどうかを決定するための手段と
、ＥＰＤＣＣＨに対応する１つ以上のＰＲＢ対を推定から除外するための手段と、をさら
に含む。
【００１３】
［００１３］幾つかの実施形態においては、評価するための手段は、ＵＥが１つ以上の干
渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングの存在を説明すべきかどうか又は１つ以
上の干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングを無視すべきであるかどうかを示
す表示に関してサービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１つからの信号を
評価するための手段を含むことができる。その表示は、例えば、１つ以上の干渉信号に関
してプリコーダリソースバンドリングが存在しないことを示す表示、１つ以上の干渉信号
のうちの少なくとも過半数に関してプリコーダリソースバンドリングが存在することを示
す表示、２つ以上のサブフレーム内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを
示す表示、又は、サブフレームのすべてのプリコーディングリソースブロックグループ（
ＰＲＧ）内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示のうちの１つ以
上を含むことができる。幾つかの実施形態においては、その表示は、サブフレームのすべ
てのプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内にプリコーダリソースバン
ドリングが存在すること、及び、ＰＲＧ内において、ランク、プリコーダ、電力レベル、
又は変調順序のうちの１つ以上が同一であることを示す表示を含むことができる。さらに
加えて又は代替として、その表示は、１つ以上の仮想セル識別（ＶＣＩＤ）のうちの各々
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に関する１ビットの表示を含むことができ、ＵＥ］が１つ以上のＶＣＩＤのうちの１つを
用いて信号に関するプリコーダリソースバンドリングの存在を仮定すべきかどうかを示す
ことができる。幾つかの実施形態においては、ＵＥは、調整されたマルチポイント（Ｃｏ
ＭＰ）送信のための構成を含むことができ、及び、その表示は、干渉信号がＵＥ　ＣｏＭ
Ｐ構成と同じ構成を有することを示す表示を含むことができる。幾つかの実施形態におい
ては、その表示は、ＵＥがプリコーダリソースバンドリングの存在を仮定すべき対象とな
るリソースの部分組を含むことができる。
【００１４】
［００１４］幾つかの実施形態においては、評価するための手段は、近隣基地局の１つ以
上の識別された変調順序に関してプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す
表示をサービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１つから受信するための手
段を含むことができる。評価するための手段は、幾つかの実施形態においては、近隣基地
局の送信の１つ以上の識別されたタイプに関してプリコーダリソースバンドリングが存在
しないことを示す表示をサービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１つから
受信するための手段を含むことができる。その他の実施形態においては、評価するための
手段は、サービス提供基地局から物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）許可又は
拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つ内のプリコーダリソースバンド
リングの表示を受信するための手段を含むことができる。シグナリングするための手段は
、例えば、リソースの部分組のうちのいずれがバンドリングされるかを示すビットマップ
を含むことができる。
【００１５】
［００１５］他の態様においては、無線通信ＵＥデバイスが開示される。そのデバイスは
、概して、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサと結合されたメモリと、を含む。
メモリは、サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するように
スケジューリングされた近隣基地局を識別すること、干渉信号に関してプリコーダリソー
スバンドリングが使用されるかどうかを評価すること、及び、評価に応じてサブフレーム
に関してＩＣ／ＩＳ動作を修正することをプロセッサに行わせるためのプロセッサによっ
て実行可能な命令を具現化することができる。幾つかの実施形態においては、命令は、干
渉信号内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示すサービス提供基地局か
らの表示が存在しない場合にプリコーダリソースバンドリングを無視するためにプロセッ
サによってさらに実行可能である。
【００１６】
［００１６］幾つかの実施形態においては、命令は、近隣基地局の通信がプリコーダリソ
ースバンドリングを含む尤度を決定するためにプロセッサによってさらに実行可能である
ことができる。命令は、幾つかの実施形態においては、近隣基地局から信号を受信し、受
信された信号の隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームのうちの１つ以上に関するチャ
ネル特性を推定し、及び、チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダ
リソースバンドリングが存在すると決定するためにプロセッサによってさらに実行可能で
あることができる。命令は、幾つかの実施形態においては、バンドリングされるべきであ
ると決定された受信された信号の１つ以上のＰＲＧのチャネル特性を再推定することによ
ってチャネル特性の推定値を精巧にするためにプロセッサによってさらに実行可能である
ことができる。
【００１７】
［００１７］幾つかの実施形態においては、命令は、ＵＥが１つ以上の干渉信号に関して
プリコーダリソースバンドリングの存在を説明すべきかどうか又は１つ以上の干渉信号に
関してプリコーダリソースバンドリングを無視すべきであるかどうかを示す表示に関して
サービス提供基地局又は近隣基地局のうちの少なくとも１つからの信号を評価するために
プロセッサによってさらに実行可能であることができる。その表示は、例えば、１つ以上
の干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが存在しないことを示す表示、１つ
以上の干渉信号のうちの少なくとも過半数に関してプリコーダリソースバンドリングが存
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在することを示す表示、２つ以上のサブフレーム内にプリコーダリソースバンドリングが
存在することを示す表示、又は、サブフレームのすべてのプリコーダリソースバブロック
グループ（ＰＲＧ）内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示のう
ちの１つ以上を含むことができる。
【００１８】
［００１８］他の態様においては、ＵＥによって無線通信を行うためのコンピュータプロ
グラム製品が開示される。コンピュータプログラム製品は、概して、サービス提供基地局
からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジューリングされた近隣基
地局を識別し、干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうか
を評価し、及び、その評価に応じてサブフレームに関して干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／Ｉ
Ｓ）を修正するためのプロセッサによって実行可能な命令を格納することができる非一時
的なコンピュータによって読み取り可能な媒体を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
［００１９］以下の図面を参照することによって本発明の性質及び利点に関するさらなる
理解を実現することができる。添付される図においては、同様のコンポーネント又は特徴
は、同じ参照ラベルを有することができる。さらに、同様のコンポーネントを区別する参
照ラベル、ダッシュ及び第２のラベルに従うことによって同じタイプの様々なコンポーネ
ントを区別することができる。明細書において第１の参照ラベルのみが使用される場合で
も、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポ
ーネントのうちのあらゆる１つに適用可能である。
【図１】［００２０］様々な実施形態による無線通信システムの例を示した図である。
【図２】［００２１］様々な実施形態による典型的なセル及びＵＥと近隣セルとの間にお
ける潜在的な干渉を例示した図である。
【図３】［００２２］様々な実施形態による典型的なフレーム及びプリコーダリソースバ
ンドリングの図である。
【図４】［００２３］様々な実施形態による典型的なフレーム及びプリコーダリソースバ
ンドリングの他の図である。
【図５】［００２４］様々な実施形態によるプリコーダリソースバンドリングに基づくＩ
Ｃ／ＩＳ動作のための方法のフローチャートである。
【図６】［００２５］様々な実施形態による基地局の例のブロック図である。
【図７】［００２６］様々な実施形態によるＵＥの例のブロック図である。
【図８】［００２７］様々な実施形態によるＩＣ／ＩＳモジュールの例のブロック図であ
る。
【図９】［００２８］様々な実施形態による基地局とモバイルデバイスとを含む無線通信
システムの例のブロック図である。
【図１０】［００２９］様々な実施形態によるＩＣ／ＩＳ修正のための方法のフローチャ
ートである。
【図１１】［００３０］様々な実施形態によるＩＣ／ＩＳ修正のための他の方法のフロー
チャートである。
【図１２】［００３１］様々な実施形態によるＩＣ／ＩＳ修正のための他の方法のフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本開示の様々な態様は、近隣セルの送信の干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）を提供す
る。ＵＥは、例えば、基地局からダウンリンク送信を受信し、さらに、１つ以上の近隣基
地局から干渉信号を受信することもある。ＵＥは、干渉信号に関するＩＣ／ＩＳ動作を行
うように構成することができる。ＩＣ／ＩＳ動作をエンハンスするために、ＵＥは、干渉
信号に関してリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価することができる。ＵＥ
は、その評価に応じて１つ以上のサブフレームに関するＩＣ／ＩＳ動作を修正することが
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できる。ＩＣ／ＩＳ動作を修正することは、例えば、近隣基地局からの干渉信号を除去す
るためにそれらの近隣基地局においてバンドリングに関連する情報を使用することを含む
ことができる。
【００２１】
［００３３］幾つかの実施形態においては、基地局は、干渉信号に関してリソースバンド
リングが使用されるかどうかを評価する際に使用するために及び／又はＩＣ／ＩＳ動作を
修正する際に使用するために１つ以上の近隣基地局に関するリソースバンドリングに関連
する情報をＵＥに送信することができる。その他の実施形態においては、ＵＥは、干渉信
号自体を評価し、干渉信号がリソースバンドリングを使用するかどうかを決定することが
できる。リソースバンドリングは、例えば、複数の物理的リソースブロック（ＰＲＢ）に
関する周波数に関するリソースバンドリング及び／又は複数のサブフレームに関する時間
に関するリソースバンドリングを含むことができる。
【００２２】
［００３４］ここにおいて説明される技法は、様々な無線通信システム、例えば、セルラ
ー無線システム、ピア・ツー・ピア無線通信、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）、アドホックネットワーク、衛星通信システム、及びその他のシステム、に関
して使用することができる。用語“システム”及び“ネットワーク”は、互換可能な形で
しばしば使用される。これらの無線通信システムは、様々な無線通信技術、例えば、符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一周波数ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、及び／又
はその他の無線技術、を採用することができる。概して、無線通信は、無線アクセス技術
（ＲＡＴ）と呼ばれる１つ以上の無線通信技術の標準化された実装に従って行われる。無
線アクセス技術を実装する無線通信システム又はネットワークは、無線アクセスネットワ
ーク（ＲＡＮ）と呼ぶことができる。
【００２３】
［００３５］ＣＤＭＡ技法を採用する無線アクセス技術の例は、ＣＤＭＡ２０００、ユニ
バーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等を含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２００
０規格、ＩＳ－９５規格及びＩＳ－８５６規格を網羅する。ＩＳ－２０００リリース０及
びＡは、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ、等と共通して呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ
－８５６）は、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）、
等と共通して呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）と、ＣＤＭＡのその
他の変形と、を含む。ＴＤＭＡシステムの例は、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ
（登録商標））、の様々な実装を含む。ＯＦＤＭ及び／又はＯＦＤＭＡを採用する無線ア
クセス技術の例は、ウルトラモバイルブロードバンド（Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒ
ｏａｄｂａｎｄ）（ＵＭＢ）、エボルブド（Ｅｖｏｌｖｅｄ）ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）
、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡ、等を含む。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡは、ユ
ニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリ
ューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）（ＬＴＥ）及びＬＴＥ－Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリース版であ
る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ及びＧＳＭは、“第３世代
パートナーシッププロジェクト”（３ＧＰＰ）という名称の組織からの文書において記述
される。ＣＤＭＡ２０００及びＵＭＢは、“第３世代パートナーシッププロジェクト２”
（３ＧＰＰ２）という名称の組織からの文書において記述される。ここにおいて説明され
る技法は、上述されるシステム及び無線技術、及びその他のシステム及び無線技術のため
に用いることができる。
【００２４】
［００３６］従って、以下の説明は、例を提供するものであり、請求項において示される
範囲、適用可能性、又は構成を制限するものではない。本開示の精神及び適用範囲を逸脱
することなしに説明される要素の機能及び配置の変更を行うことができる。様々な実施形
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態は、様々な手順又はコンポーネントを適宜省略、置換、又は追加することができる。例
えば、説明される方法は、説明される順序と異なるそれで実行することができ、及び、様
々なステップを追加、省略、又は結合することができる。さらに、幾つかの実施形態に関
して説明される特徴は、その他の実施形態において結合することができる。
【００２５】
［００３７］最初に図１を参照し、図は、無線通信システム１００の例を示す。無線通信
システム１００は、基地局（又はセル）１０５と、ユーザ装置（ＵＥ）１１５と、コアネ
ットワーク１３０と、を含む。基地局１０５は、様々な実施形態においてはコアネットワ
ーク１３０又は基地局１０５の一部であることができる基地局コントローラ（示されてい
ない）の制御下でＵＥ１１５と通信することができる。基地局１０５は、バックホールリ
ンク１３２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報及び／又はユーザデータを通信す
ることができる。バックホールリンク１３２は、有線のバックホールリンク（例えば、銅
、ファイバ、等）及び／又は無線のバックホールリンク（例えば、マイクロ波、等）であ
ることができる。実施形態においては、基地局１０５は、直接又は間接的に、有線又は無
線の通信リンクであることができるバックホールリンク１３４を通じて互いに通信するこ
とができる。無線通信システム１００は、複数の搬送波（異なる周波数の波形信号）での
動作をサポートすることができる。多搬送波送信機は、変調された信号を複数の搬送波で
同時に送信することができる。例えば、各通信リンク１２５は、上述される様々な無線技
術に従って変調された多搬送波信号であることができる。各々の変調された信号は、異な
る搬送波で送信することができ、及び、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等
）、オーバーヘッド情報、データ、等を搬送することができる。
【００２６】
［００３８］基地局１０５は、１本以上の基地局アンテナを介してデバイス１１５と無線
で通信することができる。基地局１０５サイトの各々は、各々のカバレッジエリア１１０
に関する通信カバレッジを提供することができる。幾つかの実施形態においては、基地局
１０５は、ベーストランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、
ベーシックサービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅ
ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、又はその他の何らかの適切な用語で呼ぶことができる。基地局に
関するカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリアの一部分（示されていない）のみを
成すセクタに分割することができる。無線通信システム１００は、異なるタイプの基地局
１０５（例えば、マクロ基地局、ピコ基地局、フェムト基地局、又はミクロ基地局）を含
むことができる。異なる技術に関して重なり合うカバレッジエリアが存在することができ
る。
【００２７】
［００３９］ＵＥ１１５は、無線通信システム１００全体に分散され、各デバイスは、静
止型又は移動型であることができる。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニッ
ト、加入者ユニット、無線ユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、無線デバイ
ス、無線通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル
端末、無線端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、ユーザ装置、モバ
イルクライアント、クライアント、又はその他の何らか適切な用語で当業者によって呼ば
れることがある。ＵＥ１１５は、携帯電話、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）
、無線モデム、無線通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、
等であることができる。ＵＥは、マクロ基地局、ピコ基地局、フェムト基地局、中継基地
局、等と通信することができる。
【００２８】
［００４０］無線通信システム１００において示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、及び／又は、基地局１０５からＵＥ１
１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含むことができる。ダウンリンク送信は、順方向リ
ンク送信と呼ぶこともでき、アップリンク送信は、逆方向リンク送信と呼ぶこともできる
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。
【００２９】
［００４１］幾つかの実施形態においては、無線通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、基地局１０５及びＵＥ
１１５をそれぞれ表すために用語エボルブドノードＢ（ｅＮＢ）及びユーザ装置（ＵＥ）
を概して使用することができる。無線通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様
々な地理上の地域に関するカバレッジを提供する異種のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
であることができる。例えば、各基地局１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル
、又はその他のタイプのセルに関する通信カバレッジを提供することができる。マクロセ
ルは、概して、相対的に大きな地理上のエリア（例えば、半径数キロメートル）を網羅し
、ネットワークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥによる無制限のアクセスを
許容することができる。ピコセル及びフェムトセルは、概して、相対的にそれよりも小さ
い地理上のエリア（例えば、建物、家屋、等）を網羅する。マクロセルに関するｅＮＢは
、マクロｅＮＢと呼ぶことができる。ピコセルに関するｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ぶこと
ができ、フェムトセルに関するｅＮＢは、フェムトｅＮＢ又はホームｅＮＢと呼ぶことが
できる。ｅＮＢは、１つの又は複数の（２つ、３つ、４つ、等）セルをサポートすること
ができる。
【００３０】
［００４２］ＵＥ１１５は典型的には内部の電源、例えば、小型バッテリ、を使用して動
作するため、モバイル性が高い動作を容易にするために、モバイルデバイスの電力消費を
軽減するための戦略的なピコセル及びフェムトセルの配備を使用することができる。例え
ば、フェムトセルは、（例えば、容量制限、帯域幅制限、信号フェージング、信号シャド
ーイング、等に起因して）本来であれば適切なサービス、さらには何のサービスさえも提
供されないエリア内でサービスを提供するために利用することができ、それにより、ＵＥ
１１５が探索時間を短縮すること、送信電力を低減させること、送信時間を短縮すること
、等を可能にすることができる。従って、ＵＥ１１５が、ピコセル又はフェムトセルによ
ってサービスが提供される場合は、それは、典型的には、サービスを提供するセルの相対
的に近くに配置され、ＵＥ１１５が低減された送信電力で通信するのをしばしば可能にす
る。
【００３１】
［００４３］ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークアーキテクチャによる無線通信システム１
００は、エボルブドパケットシステム（ＥＰＳ）と呼ぶことができる。無線通信システム
１００は、１つ以上のＵＥ１１５と、エボルブドＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク
（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と、エボルブドパケットコア（ＥＰＣ）（例えば、コアネットワーク
１３０）と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）と、オペレータＩＰサービスと、を含むこと
ができる。無線通信システム１００は、その他の無線アクセス技術を用いてその他のアク
セスネットワークと相互に接続することができる。例えば、無線通信システム１００は、
ＵＴＲＡＮに基づくネットワーク及び／又はＣＤＭＡに基づくネットワークと相互に接続
することができる。ＵＥ１１５の移動性及び／又は負荷均衡化をサポートするために、無
線通信システム１００は、ソース基地局１０５とターゲット基地局１０５との間でのＵＥ
１１５のハンドオーバーをサポートすることができる。無線通信システム１００は、同じ
ＲＡＴの基地局１０５間でのＲＡＴ内ハンドオーバー（例えば、その他のＥ－ＵＴＲＡＮ
ネットワーク）、及び、異なるＲＡＴの基地局１０５間でのＲＡＴ間ハンドオーバー（例
えば、Ｅ－ＵＴＲＡＮからＣＤＭＡ、等へ）をサポートすることができる。無線通信シス
テム１００は、パケット交換型サービスを提供することができるが、当業者が簡単に評価
するように、本開示全体を通じて提示される様々な概念は、回線型サービスを提供するネ
ットワークに拡大することができる。
【００３２】
［００４４］Ｅ－ＵＴＲＡＮは、基地局１０５を含むことができ、及び、ＵＥ１１５へ向
けてのユーザプレーン及び制御プレーンプロトコル終端を提供することができる。基地局
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１０５のうちのいずれも、バックホールリンク１３２又は１３４（例えば、Ｘ２インタフ
ェース、等）を介してその他の基地局１０５に接続することができる。基地局１０５は、
ＵＥ１１５のためにコアネットワーク１３０にアクセスポイントを提供することができる
。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１インタフェース、等）によ
ってコアネットワーク１３０に接続することができる。コアネットワーク１３０内の論理
的ノードは、１つ以上の移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）と、１つ以上のサービングゲ
ートウェイと、１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（示され
ていない）と、を含むことができる。概して、ＭＭＥは、ベアラ及び接続管理を提供する
ことができる。すべてのユーザＩＰパケットを、サービングゲートウェイを通じて転送す
ることができ、それ自体は、ＰＤＮゲートウェイに接続することができる。ＰＤＮゲート
ウェイは、ＵＥ　ＩＰアドレス割り当て及びその他の機能を提供することができる。ＰＤ
Ｎゲートウェイは、ＩＰネットワーク及び／又はオペレータのＩＰサービスに接続するこ
とができる。これらの論理的ノードは、別々の物理的ノードにおいて実装することができ
、又は、１つ以上を単一の物理的ノードにおいて結合することができる。ＩＰネットワー
ク／オペレータのＩＰサービスは、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディ
アサブシステム（ＩＭＳ）、及び／又はパケット交換型（ＰＳ）ストリーミングサービス
を含むことができる。
【００３３】
［００４５］ＵＥ１１５は、例えば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）、調整マルチポイント（
ＣｏＭＰ）、又はその他の方式、を通じて１つ又は複数の基地局１０５と通信するように
構成することができる。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信しそれによって
データスループットを向上させるために１つ以上の基地局１０５において複数のアンテナ
を使用し及び／又はＵＥ１１５において複数のアンテナを使用することができる。各デー
タストリームは、“層”と呼ぶことができ、通信リンクの“ランク”は、通信のために使
用される層数を示すことができる。ＣｏＭＰは、ＵＥ１１５に関する全体的な送信品質を
向上させるための及びネットワークとスペクトルの利用を増大させるための幾つかの基地
局１０５による送信及び受信の動的調整技法を含む。概して、ＣｏＭＰ技法は、ＵＥ１１
５に関する制御プレーン及びユーザプレーン通信を調整するために基地局１０５間での通
信のためにバックホールリンク１３２及び／又は１３４を利用する。
【００３４】
［００４６］ＭＩＭＯ及び／又はＣｏＭＰを利用する１つ以上の基地局１０５は、マルチ
アンテナ実装におけるマルチストリーム（又は多層）送信をサポートするためにプリコー
ディングを採用することができる。プリコーディングは、プリコーディングベクトルにお
いて独立した該当する重みが提供されている送信アンテナから複数のデータストリームを
放出することを提供する。幾つかの例においては、プリコーディングベクトルは、プリコ
ーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）によって定義することができ、従って、受信機出
力部においてリンクスループットが向上される。幾つかの例においては、復調基準信号（
ＤＭ－ＲＳ）の送信では、プリコーディングベクトルは、明示でシグナリングすることが
できない。ＭＩＭＯを利用する基地局１０５内では、幾つかの例においては、信号送信経
路内の回路は、バンドリングされたリソースブロックにおいて同じプリコーディングを行
うために周波数領域内で複数の物理的リソースブロック（ＰＲＢ）に関するプリコーディ
ングを行うことができる。該バンドリングされたリソースブロックは、例えば、周波数領
域内の複数の連続するＰＲＢを含むことができる。プリコーダリソースバンドリングは、
時間に関するリソースのバンドリングも含むことができ、バンドリングされたリソースは
、例えば、複数の連続するサブフレームを含むことができる。
【００３５】
［００４７］様々な開示された実施形態のうちの幾つかに対処することができる通信ネッ
トワークは、層化されたプロトコルスタックにより動作するパケット型ネットワークであ
ることができる。ユーザプレーンにおいては、ベアラ又はパケットデータコンバージェン
スプロトコル（ＰＤＣＰ）層における通信は、ＩＰに基づくことができる。無線リンク制
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御（ＲＬＣ）層は、論理チャネルを通じて通信するためにパケットセグメンテーション及
びリアセンブリを行うことができる。メディアアクセス制御（ＭＡＣ）層は、論理チャネ
ルの優先ハンドリング及びトランスポートチャネルへの多重化を行うことができる。ＭＡ
Ｃ層は、信頼できるデータ送信を確保するためにＭＡＣ層において再送信を提供するため
のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）技法を使用することもできる。制御プレーンで
は、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコル層は、ＵＥとユーザプレーンデータのために
使用されるネットワークとの間のＲＲＣ接続の確立、構成、及び保守を提供することがで
きる。物理層においては、トランスポートチャネルを物理チャネルにマッピングすること
ができる。
【００３６】
［００４８］ダウンリンク物理チャネルは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、及び物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１
つを含むことができる。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）で
搬送される制御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ）は、特定のダウンリンクサブフレー
ムに関するＰＤＣＣＨ内のシンボル数を示すことができる。アップリンク物理チャネルは
、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）及び物理アップリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つを含むことができる。ＰＤＣＣＨは、ダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）を搬送することができ、それは、ＰＤＳＣＨでのＵＥに関するデータ送
信を示すことができ、及び、ＰＵＳＣＨに関してＵＥにＵＬリソース許可を提供すること
ができる。ＵＥは、制御部内の割り当てられたリソースブロックにおいてＰＵＣＣＨで制
御情報を送信することができる。ＵＥは、データ部内の割り当てられたリソースブロック
においてＰＵＳＣＨでデータのみ又はデータと制御情報の両方を送信することができる。
【００３７】
［００４９］ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンクでは直交周波数分割多元接続（ＯＦＤ
ＭＡ）を及びアップリンクでは単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を利用
する。ＯＦＤＭＡ及び／又はＳＣ－ＦＤＭＡ搬送波は、複数（Ｋ）の直交副搬送波に分割
することができ、それらは、共通して、トーン、ビン、等とも呼ばれる。各副搬送波は、
データとともに変調することができる。隣接する副搬送波間の間隔は、固定することがで
き、副搬送波の総数（Ｋ）は、システム帯域幅に依存することができる。例えば、Ｋは、
７２、１８０、３００、６００、９００、又は１２００に等しいことができ、１．４、３
、５、１０、１５、又は２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅（ガードバ
ンドを有する）に関して１５キロヘルツ（ＫＨｚ）の副搬送波間隔をそれぞれ有する。シ
ステム帯域幅は、副帯域に分割することもできる。例えば、副帯域は、１．０８ＭＨｚを
網羅することができ、１、２、４、８又は１６の副帯域が存在することができる。搬送波
は、（例えば、対のスペクトルリソースを用いる）ＦＤＤ又は（対でないスペクトルリソ
ースを用いる）ＴＤＤ動作を用いて双方向通信を送信することができる。ＦＤＤに関する
フレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ１）及びＴＤＤに関するフレーム構造（例え
ば、フレーム構造タイプ２）を定義することができる。
【００３８】
［００５０］図２は、様々な実施形態による適応型干渉除去のための無線通信システム２
００の図である。無線通信システム２００は、例えば、図１において例示される無線通信
システム１００の態様を例示することができる。無線通信システム２００は、ｅＮＢ１０
５－ａと、ｅＮＢ１０５－ｂと、ｅＮＢ１０５－ｃと、ＵＥ１１５－ａと、ＵＥ１１５－
ｂと、ＵＥ１１５－ｃと、を含むことができる。ｅＮＢ１０５－ａ、１０５－ｂ、１０５
ｃは、図１を参照して説明される基地局１０５のうちの１つ以上の例であることができる
。同様に、ＵＥ１１５－ａ、１１５－ｂ、１１５－ｃは、図１を参照して説明されるＵＥ
１１５のうちの１つ以上の例であることができる。
【００３９】
［００５１］無線通信システム２００は、サービスを提供するセルの送信２２５及び干渉
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する送信２３０を例示する。例えば、ＵＥ１１５－ａは、ｅＮＢ１０５－ａによってサー
ビスを提供することができ、サービスを提供するｅＮＢ－ａは、ＵＥ１１５－ａに関する
サービスを提供するセルの送信２２５－ａでデータを送信することができる。無線通信シ
ステム２００において、ｅＮＢ１０５－ｂは、サービスを提供するセルの送信２２５－ａ
と同じ周波数リソースを用いてサービスを提供するセルの送信でＵＥ１１５－ｂにデータ
を送信することができる。ｅＮＢ１０５－ａによるサービスを提供するセルの送信２２５
－ａは、その結果として、干渉する送信２３０－ａ－ｂがＵＥ１１５－ｂによって受信さ
れる可能性がある。サービスを提供するセルの送信２２５－ａ、２２５－ｂ、及び２２５
－ｃも、その結果として、ＵＥ１１５－ａ、１１５ｂ及び１１５－ｃに対して干渉する送
信２３０－ｃ－ａ、２３０－ｂ－ｃ、及び２３０－ｃ－ｂが発生することがある。図２は
、ダウンリンクのサービスを提供するセルの送信及び干渉する送信を例示する。しかしな
がら、ｅＮＢ１０５でのＵＥによる送信の受信に関するアップリンクについても同様の干
渉問題が発生することがある。
【００４０】
［００５２］ＵＥ１１５及びｅＮＢ１０５は、高度な干渉管理のための様々な技法を採用
することができる。これらの技法は、干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）と呼ばれ、例え
ば、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）干渉抑圧、希望される信号及び干渉信号に関して共同
最小尤度（ＭＬ）検出を採用するマルチユーザ検出（ＭＵＤ）、線形等化に基づく空間干
渉抑圧、シンボルレベル干渉除去（ＳＬＩＣ）、又はコードワードレベル干渉除去（ＣＷ
ＩＣ）のうちの１つ以上を採用することができる。
【００４１】
［００５３］ＳＬＩＣでは、干渉信号の最も尤度が高い送信ビットは、送信のために採用
された空間方式及び変調フォーマットに基づいて推定することができる。推定されたビッ
ト、空間方式、及び変調フォーマットを用いて干渉信号の推定値を再構築することができ
、次に、推定された干渉信号が受信された信号から減じられる。ＣＷＩＣは、干渉除去の
ために干渉信号を推定するために干渉データチャネルに適用された誤り訂正コーディング
を利用する。例えば、ＬＴＥでは、ＰＤＳＣＨがターボ符号化され、ＰＤＣＣＨ内のＤＣ
Ｉを介してＰＤＳＣＨペイロードの対象とされるＵＥに対して復号のために必要なパラメ
ータを提供することができる。ＣＷＩＣでは、ＵＥは、異なるＵＥを対象とする干渉ＰＤ
ＳＣＨ送信を復号するための１つ以上のパラメータを入手及び／又は決定し、干渉してい
るＰＤＳＣＨ送信を復号する。次に、ＵＥは、ＰＤＳＣＨ送信の復号されたビットから干
渉信号を再構築し、再構築された信号を受信された信号から減じる。
【００４２】
［００５４］ＰＤＳＣＨペイロードを復号するために、ＵＥは、例えば、コードレート又
はトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）、物理的リソースブロック（ＰＲＢ）割り当
て、及び冗長性バージョン（ＲＶ）を使用することができる。さらに、上述されるように
、幾つかの例においては、干渉信号は、プリコーディングリソースバンドリングを採用す
ることができ、周波数に関してバンドリングされた（すなわち、ＰＲＢバンドリング）リ
ソース、又は時間に関してバンドリングされた（すなわち、サブフレームバンドリング）
リソースに対してプリコーディングベクトルを使用することができる。様々な実施形態に
より、以下においてさらに詳細に説明されるように、リソースバンドリング情報は、干渉
信号のペイロードを復号するために使用することもできる。ＵＥは、ネットワークシグナ
リング、ブラインド検出、又はＤＣＩの復号のうちの１つ以上を介してこれらの送信パラ
メータを及び干渉信号に関連するその他の情報を入手することができる。ネットワークが
これらの送信パラメータのうちの１つ以上を提供するシステム環境においては、ＵＥは、
ＵＥに対して干渉を生じさせることが可能なその他のＵＥを対象とするペイロードに関す
る復号情報を受信することができる。ネットワークは、例えば、ブロードキャストメッセ
ージ又は制御メッセージでこの情報を提供することができる。
【００４３】
［００５５］上述されるように、幾つかの例においては、バンドリングされたリソースに
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関して同じプリコーディングを行うことができる。図３は、無線通信システム１００又は
２００を含む無線通信システムにおいてバンドリングすることができる異なるリソースを
含むダウンリンクフレーム構造３００の例を示した図である。ダウンリンクフレーム構造
３００は、１０ミリ秒（ｍｓ）の無線フレーム長３１０を有することができ及び各々１ｍ
ｓの１０のサブフレーム３１５を含むことができる。各サブフレーム３１５は、２つのス
ロット又は長さ０．５ｍｓのハーフサブフレームにさらに分割することができ、各スロッ
トは、６つ又は７つのシンボルを入れることができる。ＯＦＤＭＡコンポーネント搬送波
３２０は、２つのタイムスロットを表すリソースグリッドとして例示することができる。
リソースグリッドは、複数のリソース要素３２２に分割することができる。各リソース要
素は、変調されたシンボルを搬送することができる。
【００４４】
［００５６］図３において例示されるように、ＰＤＣＣＨ３２５は、概して、ＰＤＳＣＨ
３３０と時分割多重化され、概して、各サブフレーム３１５の第１の領域内のＯＦＤＭＡ
コンポーネント搬送波３２０の帯域幅全体内に完全に分布する。図３において示される例
では、ＰＤＣＣＨ３２５は、サブフレーム３１５の第１の３つのシンボルを占める。ＰＤ
ＣＣＨ３２５は、サブフレーム３１５に関するコンポーネント搬送波帯域幅及び制御情報
量に基づいてより多い又はより少ないシンボルを適宜有することができる。ＰＨＩＣＨ及
び／又はＰＣＦＩＣＨチャネルは、ＰＤＣＣＨ３２５の第１のシンボル内で見つけること
ができる。
【００４５】
［００５７］ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、ＰＲＢ－ｎ及びＰＲＢ－ｎ＋１に対応する物理的
リソースブロック（ＰＲＢ）３３７－ａ、３３７－ｂは、各々、周波数領域において１２
の連続する副搬送波を入れることができ、各ＯＦＤＭシンボル内の通常のサイクリックプ
リフィックスに関しては、時間領域において７つの連続するＯＦＤＭシンボル、又は８４
のリソース要素を入れることができる。リソース要素の一部は、Ｒで表され（例えば、３
３５）、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含むことができる。ＤＬ－ＲＳは、セル専用のＲ
Ｓ（ＣＲＳ）（共通ＲＳと時々呼ばれる）と、ＵＥ専用ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）と、を含むこ
とができる。ＵＥ－ＲＳは、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）３３０がマッ
ピングされるリソースブロックのみにおいて送信することができる。各リソース要素によ
って搬送されるビット数は、変調方式に依存することができる。従って、ＵＥが受信する
リソースブロックが多いほど、及び変調方式が高いほど、ＵＥに関するデータレートは高
くなることができる。
【００４６】
［００５８］例えば、ＬＴＥ－Ａ送信モード９（ＴＭ９）において使用されるその他の例
においては、復調ＲＳ（ＤＭ－ＲＳ）を使用することができ、Ｄで表されるリソース要素
は、ＤＭ－ＲＳ情報を含むことができる。ＴＭ９では、アンテナポート７乃至１４に関し
てＤＭ－ＲＳを提供することができ、特定のアンテナポートに関するＤＭ－ＲＳを含むＰ
ＲＢ内に予め決定されたＤＭ－ＲＳリソースブロックが存在する。同じ位置にマッピング
されたＤＭ－ＲＳを差別するために、符号分割多重（ＣＤＭ）を使用することができ、各
々のポートにコードが割り当てられる。さらに、ＴＭ９は、プリコーダリソースバンドリ
ングをサポートし、それは、隣接するＰＲＢ３３７にわたって同じプリコーディングベク
トルを可能にする。該バンドリングは、同じプリコーディングベクトルに基づいてプリコ
ーディングされるべきＰＲＢ３３７の数を決定するバンドリングサイズを有することがで
きる。バンドリングされたＰＲＢの数及び位置は、例えば、チャネル帯域幅に依存するこ
とができ、及び、識別されたＰＲＢグループ（ＰＲＧ）によって定義することができる。
幾つかの例においては、ＥＰＤＣＣＨ及びＰＤＳＣＨは、同じＰＲＧを共有することがで
きる。該事例においては、ＰＲＧ内の幾つかのＰＲＧ対は、ＥＰＤＣＣＨ情報を含むこと
ができ、同じＰＲＧ内のその他のＰＲＢ対は、同じＵＥ又は異なるＵＥのＰＤＳＣＨデー
タを含むことができる。しかしながら、ＤＭ－ＲＳに基づくプリコーディングは、ＵＥに
とって透明であることができ、プリコーディングベクトルは、明示でシグナリングするこ
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とができない。該事例におけるＵＥは、すべてのＰＲＢ対内のＤＭ－ＲＳに基づいてプリ
コーディングされたチャネルを推定することができる。幾つかの例においては、プリコー
ディングは、ＵＥ　ＰＭＩフィードバックに基づいて設定することができ、ｅＮＢは、Ｐ
ＲＢレベルの粒度を有するチャネルを知っていることができない。
【００４７】
［００５９］図３の例は、ＰＲＢをバンドリングすることを例示し、バンドリングされた
ＰＲＢは、同じプリコーディングベクトルを使用する。該バンドリングは、各ＰＲＢ３３
７の送信の際に使用することができる複数の周波数に関して行うことができる。プリコー
ダリソースバンドリングは、時間に関するバンドリング、又はサブフレームバンドリング
を含むこともできる。今度は図４を参照し、図は、無線通信システム１００又は２００を
含む無線通信システムにおいて時間に関してバンドリングすることができる異なるリソー
スを含むダウンリンクフレーム構造４００の例を示す。ダウンリンクフレーム構造４００
は、１０のサブフレーム４１０を含むフレーム４０５を含み、サブフレーム０乃至９で表
される。この例では、サブフレーム２、３、及び４は、バンドリングされたグループ４１
５内に含めることができ、隣接するサブフレーム４１０にわたって同じプリコーディング
ベクトルを適用することができる。バンドリングサイズは、同じプリコーディングベクト
ルに基づいてプリコーディングすることができるサブフレーム４１０の数を決定すること
ができる。
【００４８】
［００６０］図３－４に関して説明される方法でバンドリングすることは、ＵＥがプリコ
ーディングされたチャネルをＰＲＢ又はサブフレームにわたってまとめて推定するのを可
能にすることができ、それは、チャネル推定性能を向上させることができる。幾つかの実
施形態においては、以下においてさらに詳細に説明されるように、干渉信号がプリコーダ
リソースバンドリングを含む場合は、ＵＥ、ｅＮＢ、及び／又は他のネットワークエンテ
ィティは、ＵＥでのＩＣ／ＩＳ動作において使用するために同様の方法で干渉信号を推定
することができる。しかしながら、上記のように、ＵＥ、基地局、及び／又はその他のネ
ットワークエンティティは、ＰＲＢ及び／又はサブフレームバンドリングが干渉信号に関
して使用されているかどうかを知ることができない。例えば、幾つかの事例においては、
ＰＲＢバンドリングは、干渉信号が送信される対象となる異なるＵＥのＲＩ／ＰＭＩフィ
ードバックの関数であることができるため、ＵＥは、該知識を有することができない。干
渉除去を試みているＵＥは、その他のＵＥのフィードバック構成に関する情報を有するこ
とができず、従って、干渉信号に関してＰＲＢ及び／又はサブフレームバンドリングが使
用されているかどうかを知ることができない。さらに、上記のように、ＰＲＢ／サブフレ
ームバンドリングは、他方のＵＥの送信モードの関数であることができる。例えば、他方
のＵＥがＴＭ９を使用中である場合はバンドリングが存在することができ、他方のＵＥが
ＴＭ８を使用中である場合は存在することができない。干渉除去を試みているＵＥは、そ
の他のＵＥのＴＭ構成に関する情報を有することができず、従って、干渉信号に関してＰ
ＲＢ及び／又はサブフレームバンドリングが使用されているかどうかを知ることができな
い。さらに、ＰＲＢバンドリングは、異なるＵＥに関するＰＲＢ割り当て間の境界によっ
て遮断することができる。例えば、ＰＲＢ　ｋ及びｋ＋１は、同じＵＥに割り当てられる
ときにはバンドリングすることが可能であるが、異なるＵＥに割り当てられるときにはバ
ンドリングすることができない。干渉除去を試みているＵＥは、その他のＵＥの割り当て
られたリソース境界に関する情報を有することができず、従って、干渉信号に関してＰＲ
Ｂ及び／又はサブフレームバンドリングが使用されているかどうかを知ることができない
。
【００４９】
［００６１］図５は、様々な実施形態によるプリコーダリソースバンドリング評価方法５
００を例示したフローチャートである。方法５００は、例えば、図１又は２のＵＥ、基地
局、又はその他のネットワークエンティティによって、又は、これらの図に関して説明さ
れるデバイスのいずれかの組み合わせを用いて実行することができる。最初は、ブロック
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５０５において干渉信号が受信される。ブロック５１０により、干渉信号に関連するプリ
コーダリソースバンドリングを評価することができる。干渉信号の評価に基づいて、ブロ
ック５１５において、干渉信号においてプリコーダリソースバンドリングが使用されるか
どうかが決定される。プリコーダリソースバンドリングが使用されると決定された場合は
、ブロック５２０において示されるように、ＩＣ／ＩＳ動作が修正される。修正されたＩ
Ｃ／ＩＳ動作は、干渉信号のより有効な除去を提供するために、干渉信号の推定を向上さ
せることを目的として提供することができる。ＩＣ／ＩＳ動作は、例えば、バンドリング
されるべきであると決定されたＰＲＧ内のチャネルを再推定することによってチャネル推
定値を精巧にすることができ、精巧にされた推定値を干渉除去のために使用することがで
きる。ブロック５１５においてプリコーダリソースバンドリングが存在していないことが
決定された場合は、ブロック５２５において示されるように、ＩＣ／ＩＳ動作に関してプ
リコーダリソースバンドリングが無視される。様々な実施形態により、ブロック５１０の
プリコーダリソースバンドリング評価は、干渉信号に関して受信された補助情報又は干渉
信号を送信している近隣基地局に基づくことができる。該補助情報は、以下においてさら
に詳細に説明され、例えば、ＩＣ／ＩＳ動作を修正するために使用することができるある
リソースバンドリングが干渉信号に入っていることを示す情報を含むことができる。補助
情報が受信されない場合は、ブロック５１０のプリコーダリソースバンドリング評価の結
果として、バンドリングが存在しないことの決定をブロック５１５において行うことがで
きる。
【００５０】
［００６２］その他の実施形態においては、ブロック５１０のプリコーダリソースバンド
リング評価は、干渉信号におけるプリコーダリソースバンドリングの存在のブラインド検
出を含むことができる。該ブラインド検出は、例えば、最初に、バンドリングが存在しな
いとする仮定に基づいて受信されたチャネルを推定することによって行うことができる。
次に、チャネル内の隣接するＰＲＢ及び／又は隣接するサブフレームに関して推定を行う
ことができ、チャネル推定と比較することができる。ブラインド検出は、ＰＲＧ内でのＥ
ＰＤＣＣＨの存在を検出するのを試みることができる。ＥＰＤＣＣＨが検出されたときに
は、対応するＰＲＢ対がＰＲＢバンドリング動作に関するＰＲＧから除外される。比較に
よる差が予め決定されたスレショルドよりも小さい場合は、バンドリングが使用されたと
する決定を行うことができる。その差が予め決定されたスレショルドよりも大きい場合は
、干渉信号内ではバンドリングが使用されなかったとする決定を行うことができる。幾つ
かの実施形態においては、スレショルドは、その他のＰＲＢ境界と比較して異なる形でＲ
ＰＧにおいて設定することができる。この理由は、低いＰＭＩ粒度に起因して、プリコー
ディングベクトルは複数の副帯域にわたって同一であることができ、従って、複数のＲＢ
Ｇにわたって同じプリコーディングである可能性があり、スレショルドを適宜調整するこ
とができるためである。
【００５１】
［００６３］幾つかの実施形態においては、ブロック５１０のプリコーダリソースバンド
リング評価は、他のネットワークエンティティ、例えば、サービス提供基地局及び／又は
近隣基地局、からの補助情報の受信に基づくことができる。該補助情報は、例えば、半静
的シグナリングの形態であることができる。様々な実施形態において、幾つかの異なる半
静止シグナリング選択肢を使用することができる。例えば、幾つかの実施形態においては
、補助情報は、すべての干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングを仮定すべき
であることを示す又は干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングを無視するよう
に指示する１ビットの表示を含むことができる。その他の実施形態においては、補助情報
は、仮想セルＩＤ（ＶＣＩＤ）当たり１ビットの表示を含むことができ、そのＶＣＩＤを
使用する信号に関してＰＲＢバンドリングが仮定されるべきであるかどうかを示すことが
できる。その他の実施形態においては、半静的シグナリングは、リソースバンドリングを
仮定することができるＶＣＩＤ範囲の形態で補助情報を提供することができ、及び、リソ
ースバンドリングがＰＲＢバンドリング及び／又はサブフレームバンドリングを含むこと
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も示すことができる。さらなる実施形態においては、ＣｏＭＰとともに構成されたＵＥに
関して、プリコーダリソースバンドリング評価は、プリコーダリソースバンドリングに関
するＣｏＭＰ構成と同じ情報を使用するように指示する信号に基づくことができる。
【００５２】
［００６４］幾つかの実施形態においては、補助情報は、ＩＣ／ＩＳ動作の目的のために
プリコーダリソースバンドリングが存在するリソースを示す半静的リソース部分組におい
て提供することができる。該部分組は、例えば、ＰＲＢ部分組及び／又はサブフレーム部
分組を含むことができる。幾つかの実施形態においては、シグナリングを提供することが
でき、ＰＲＢ及び／又はサブフレームの定義された部分組にマッピングすることができる
。さらに、マルチキャスト－ブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）対
非ＭＢＳＦＮサブフレームへの依存性は、半静的リソースを用いてシグナリングすること
ができる。例えば、非ＭＢＳＦＮサブフレームでは、シグナリングは、バンドリングがＰ
ＲＧと整合していることを示すことができ、ＭＢＳＦＮサブフレームでは、ＤＣＩフォー
マット１Ａの使用は、ＰＲＧ整合性の尤度を低下させることがある。その他の例では、Ｐ
ＲＢバンドリングは、変調順序にリンクすることができる。例えば、２５６ＱＡＭの場合
は、基地局は、ＰＲＢバンドリングがイネーブルされることをシグナリングすることがで
き、ＰＲＢバンドリングサイズは、その他の変調順序に関するよりも大きいことができる
。その他の例では、半静的シグナリングは、ＰＲＢバンドリングが送信のタイプにリンク
されていることを示すことができる。例えば、送信がブロードキャストチャネル送信（例
えば、ページング、ＳＩＢ、Ｍｓｇ２）である場合は、シグナリングは、送信のためのＰ
ＲＢバンドリングが存在しないことを示すことができる。半静的バンドリング表示として
提供される補助情報は、様々な異なる方法で定義することができる。例えば、１つの表示
は、干渉信号内にＰＲＢバンドリングが存在せず、従って、関連する干渉信号に関するＩ
Ｃ／ＩＳ動作においてプリコーダリソースバンドリングを無視することができることを示
すことができる。他の半静的表示は、プリコーダリソースバンドリングが存在する可能性
が最も高いことを示すことができるが、すべてのＰＲＧにおいてバンドリングが厳格に強
制されるわけではない。該事例においては、ＩＣ／ＩＳ動作は、例えば、リソースバンド
リングを有すると仮定される干渉信号に基づいてチャネル推定を繰り返すことを通じて、
プリコーダリソースバンドリングを説明するために修正することができる。さらに他の半
静的表示は、すべてのＰＲＧにおいてバンドリングが厳格に強制されることを示すことが
できる。すべてのＰＲＧにおいてバンドリングが厳格に強制されることを表示が示す場合
は、シグナリングは、例えば、ランク及びプリコーダがＰＲＧ内において同一であること
をさらに示すことができる。さらに、シグナリングは、電力レベル又は変調順序のうちの
１つ以上もＰＲＧ内において同一であることも示すことができる。
【００５３】
「００６５」その他の実施形態においては、ブロック５１０のプリコーダリソースバンド
リング評価は、動的シグナリングを通じて受信された補助情報の評価を含むことができる
。例えば、サービス提供基地局は、１つ以上の近隣基地局からの１つ以上の干渉信号内に
存在するプリコーダリソースバンドリングに関連するＵＥに動的シグナリングを送信する
ことができる。該シグナリングは、例えば、現在のサブフレーム内の干渉信号に関してバ
ンドリングを仮定することができるかどうかを示す、ＵＥへのＰＤＳＣＨ許可又は拡張Ｐ
ＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つにおける表示として含めることができ
る。該表示は、例えば、仮想セルＩＤ（ＶＣＩＤ）ごとに提供することができ、現在のサ
ブフレーム内においてそのＶＣＩＤを使用する信号に関してリソースバンドリングを仮定
することができるかどうかをＵＥに知らせることができる。該表示は、例えば、ＵＥに提
供されるビットマップを通じて提供することもでき、リソースバンドリングを有する及び
同じプリコーディングベクトルを有する特定のＰＲＢ及び／又はサブフレームを示すこと
ができる。表示は、例えば、ランク、電力レベル又は変調順序のうちの１つ以上が示され
たＰＲＢ及び／又はサブフレームに関しても同一であることも示すことができる。例えば
、ＵＥに関するＰＤＳＣＨ割り当ては、ＭのＰＲＢを含むことができる。該事例において
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は、Ｍ－１の要素のビットマップを提供することができ、ビットｋは、ｋ番目のＰＲＢが
ｋ＋１番目のＰＲＢとバンドリングされるかどうかを示すことができる。幾つかの実施形
態においては、ビットマップに加えての別個のシグナリングを含むことができ、それは、
示されたバンドリングがバンドリングされたリソースにわたって同じ変調順序及び同じＰ
ＤＳＣＨオン／オフ状態も含むかどうかを示すことができる。
【００５４】
［００６６］図６は、プリコーダリソースバンドリング評価及び関連するＩＣ／ＩＳ修正
のために構成することができる無線通信システム６００のブロック図を示す。この無線通
信システム６００は、図１において例示される無線通信システム１００又は図２において
例示される無線通信システム２００の態様の一例であることができる。無線通信システム
６００は、基地局１０５－ｄを含むことができる。基地局１０５－ｄは、図１又は２の基
地局１０５の一例であることができる。基地局１０５－ｄは、アンテナ６４５と、トラン
シーバモジュール６５０と、メモリ６７０と、プロセッサモジュール６６０と、を含むこ
とができ、それらの各々は、直接又は間接的に、（例えば、１つ以上のバス６８０を通じ
て）互いに通信状態にあることができる。トランシーバモジュール６５０は、アンテナ６
４５を介して、ＵＩＥ１１５－ｄと双方向で通信するように構成することができる。トラ
ンシーバモジュール６５０（及び／又は基地局１０５－ｄのその他のコンポーネント）は
、１つ以上のネットワークと双方向で通信するように構成することもできる。幾つかの事
例においては、基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信モジュール６６５を通じてコアネ
ットワーク１３０－ａと通信することができる。基地局１０５－ｄは、サービス提供基地
局、近隣基地局、ｅＮｏｄｅＢ基地局、ホームｅＮｏｄｅＢ基地局、ＮｏｄｅＢ基地局、
及び／又はホームＮｏｄｅＢ基地局の一例であることができる。
【００５５】
［００６７］基地局１０５－ｄは、その他の基地局１０５、例えば、基地局１０５－ｍ及
び基地局１０５－ｎ、と通信することもできる。幾つかの事例においては、基地局１０５
－ｄは、基地局通信モジュール６１５を利用するその他の基地局、例えば、１０５－ｍ及
び／又は１０５－ｎ、と通信することができる。幾つかの実施形態においては、基地局通
信モジュール６１５は、基地局１０５のうちの一部の間での通信を提供するためにＬＴＥ
無線通信技術内においてＸ２インタフェースを提供することができる。幾つかの実施形態
においては、基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０－ａを通じてその他の基地局
と通信することができる。
【００５６】
［００６８］メモリ６７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）と、を含むことができる。メモリ６７０は、実行されたときにここにおいて
説明される様々な機能（例えば、呼の処理、データベース管理、メッセージルーティング
、等）を実行することをプロセッサモジュール６６０に行わせるように構成される命令が
入った、コンピュータによって読み取り可能な、コンピュータによって実行可能なソフト
ウェアコード６７５を格納することもできる。代替として、コンピュータによって実行可
能なソフトウェアコード６７５は、プロセッサモジュール６６０によって直接実行可能で
ないが、例えば、コンパイルされて実行されたときにここにおいて説明される機能を実行
することをプロセッサに行わせるように構成することができる。
【００５７】
［００６９］プロセッサモジュール６６０は、インテリジェントなハードウェアデバイス
、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、等を含むことができる。トランシーバモジュール６５０は、パケットを変調し
て変調されたパケットを送信のためにアンテナに提供するよう構成され及びアンテナ６４
５から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含むことができる。基地
局１０５－ｄの幾つかの例は、単一のアンテナ６４５を含むことができるが、基地局１０
５－ｄは、搬送波アグリゲーションをサポートすることができる複数のリンクのための複
数のアンテナ６４５を含むことができる。例えば、ＵＥ１１５－ｄとのマクロ通信をサポ
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ートするために１つ以上のリンクを使用することができる。
【００５８】
［００７０］図６のアーキテクチャにより、基地局１０５－ｄは、通信管理モジュール６
４０をさらに含むことができる。通信管理モジュール６４０は、その他の基地局１０５と
の通信を管理することができる。一例として、通信管理モジュール６４０は、バス６８０
を介して基地局１０５－ｄのその他のコンポーネントのうちの一部又は全部と通信状態に
ある基地局１０５－ｄのコンポーネントであることができる。代替として、通信管理モジ
ュール６４０の機能は、トランシーバモジュール６５０のコンポーネントとして、コンピ
ュータプログラム製品として、及び／又はプロセッサモジュール６６０の１つ以上のコン
トローラ要素として実装することができる。
【００５９】
［００７１］幾つかの実施形態においては、アンテナ６４５と共同のトランシーバモジュ
ール６５０は、基地局１０５－ｄのその他の可能なコンポーネントとともに、近隣基地局
からの干渉信号においてプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価す
ることができる。幾つかの実施形態においては、基地局１０５－ｄは、１つ以上の干渉信
号をＵＥ１１５－ｄに送信するおそれがある１つ以上の近隣基地局の存在を決定する近隣
セル識別モジュール６２０を含む。この情報は、プリコーダリソースバンドリング評価モ
ジュール６２５に提供することができ、それは、近隣基地局で使用されるプリコーダリソ
ースバンドリングの存在及びタイプを決定することができる。該決定は、１つ以上の近隣
基地局から、例えば、何らかのその他のネットワークエンティティから、及び／又は近隣
基地局の送信の評価から受信された情報に基づいて行うことができる。プリコーダリソー
スバンドリング評価モジュール６２５は、トランシーバモジュール６５０を介してＵＥ１
１５－ｄに補助プリコーダリソースバンドリング情報を送信することができる。補助情報
生成モジュール６３０は、ＵＥ１１５－ｄのための補助情報、例えば、上述される半静的
補助情報、又は上述される動的補助情報、を生成することができ、及び、トランシーバモ
ジュール６５０を介してＵＥ１１５－ｄに補助情報を送信することができる。注記される
モジュールの各々は、基地局１０５－ｄの動作に関連する１つ以上の機能を実行するため
の手段であることができる。
【００６０】
［００７２］今度は図７を参照し、プリコーダリソースバンドリングに基づいてプリコー
ダリソースバンドリング評価及びＩＣ／ＩＳ修正を行う無線通信システム例７００が描か
れる。無線通信システム７００は、１つ以上の無線ネットワークへのアクセスを受信する
ために基地局１０５－ｅと通信することができるＵＥ１１５－ｅを含み、及び、図１の無
線通信システム１００、図２の無線通信システム２００、又は図６の無線通信システム６
００の態様の例であることができる。ＵＥ１１５－ｅは、図１、２又は６のＵＥの例であ
ることができる。ＵＥ１１５－ｅは、受信機モジュール７１０及び送信機モジュール７１
５に通信可能な形で結合された１本以上のアンテナ７０５を含み、それらは、制御モジュ
ール７２０に通信可能な形で結合される。制御モジュール７２０は、１つ以上のプロセッ
サモジュール７２５と、コンピュータによって実行可能なソフトウェアコード７３５を含
むことができるメモリ７３０と、ＩＣ／ＩＳモジュール７４０と、を含む。コンピュータ
によって実行可能なソフトウェアコード７３５は、プロセッサモジュール７２５及び／又
はＩＣ／ＩＳモジュール７４０による実行用であることができる。
【００６１】
［００７３］プロセッサモジュール７２５は、インテリジェントなハードウェアデバイス
、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、等を含むことができる。メモリ７３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
と、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）と、を含むことができる。メモリ７３０は、実行され
たときに（又はコンパイルされて実行されたときに）ここにおいて説明される様々な機能
（例えば、プリコーダバンドリング決定、及びＩＣ／ＩＳ修正）を実行することをプロセ
ッサモジュール７２５及び／又はＩＣ／ＩＳモジュール７４０に行わせるように構成され
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る命令が入ったコンピュータによって読み取り可能な、コンピュータによって実行可能な
ソフトウェアコード７３５を格納することができる。ＩＣ／ＩＳモジュール７４０は、プ
ロセッサモジュール７２５の一部として実装することができ、又は、例えば、１つ以上の
別個のＣＰＵ又はＡＳＩＣを用いて実装することができる。送信機モジュール７１５は、
上述されるように、１つ以上の無線通信ネットワーク（例えば、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、ＵＴＲ
ＡＮ、等）との通信を確立するために基地局１０５－ｅ（及び／又はその他の基地局）に
送信することができる。ＩＣ／ＩＳモジュール７４０は、同様に上述されるように、１つ
以上の近隣基地局からの干渉信号がプリコーダリソースバンドリングを使用するかどうか
を評価するように、及び、該プリコーダリソースバンドリングを説明するためにＩＣ／Ｉ
Ｓ動作を修正するように構成することができる。幾つかの例においては、ＩＣ／ＩＳモジ
ュール７４０は、上述される例により、近隣セルプリコーダリソースバンドリング及び／
又はＩＣ／ＩＳ修正に関連する基地局１０５－ｅからの補助情報を受信するように、及び
、１つ以上のサブフレームの１つ以上の部分に関連するＩＣ／ＩＳ動作を修正するための
該当する措置を講じるように構成することもできる。受信機モジュール７１０は、上述さ
れるように、基地局１０５－ｅ（及び／又はその他の基地局）からダウンリンク送信を受
信することができる。ダウンリンク送信は、ＵＥ１１５－ｅにおいて受信されて処理され
る。ＵＥ１１５－ｅのコンポーネントは、個々に又は全体で、ハードウェア内の該当する
機能のうちの一部又は全部を実行するように好適化された１つ以上の特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができる。注記されたモジュールの各々は、ＵＥ１
１５－ｅの動作に関連する１つ以上の機能を実行するための手段であることができる。
【００６２】
［００７４］図８は、ＩＣ／ＩＳモジュール７４０－ａの例であり、それは、プリコーダ
リソースバンドリング評価モジュール８０５と、ＩＣ／ＩＳ決定モジュール８１０と、Ｉ
Ｃ／ＩＳサブフレーム修正モジュール８１５と、を含む。プリコーダリソースバンドリン
グ評価モジュール８０５は、サービス提供基地局及び／又はいずれかの近隣基地局から受
信された１つ以上の信号を評価し、その評価に基づいてプリコーダリソースバンドリング
の存在又は不在を決定することができる。幾つかの実施形態においては、プリコーダリソ
ースバンドリング評価モジュール８０５は、サービス提供基地局から及び／又は何らかの
その他のネットワークエンティティからプリコーダリソースバンドリングに関連する補助
情報を受信することができる。その他の実施形態においては、プリコーダリソースバンド
リング評価モジュール８０５は、例えば、リソースバンドリングのブラインド検出を通じ
て上述される例に従って信号を評価することができる。ＩＣ／ＩＳ決定モジュール８１０
は、プリコーダバンドリング情報及び／又はその他の情報（例えば、補助情報）を受信し
、ＵＥにおいて受信された異なるサブフレームに関して適用されるべきＩＣ／ＩＳを決定
することができる。ＩＣ／ＩＳサブフレーム修正モジュール８１５は、ＩＣ／ＩＳ決定モ
ジュール８１０の決定に基づいて１つ以上のサブフレームに関してＵＥにおいてＩＣ／Ｉ
Ｓ動作を修正することができる。ＩＣ／ＩＳモジュール７４０－ａのコンポーネントは、
個々に又は全体で、ハードウェア内の該当する機能のうちの一部又は全部を実行するよう
に好適化された１つ以上のＡＳＩＣとともに実装することができる。注記されたモジュー
ルの各々は、ＩＣ／ＩＳモジュール７４０－ａの動作に関連する１つ以上の機能を実行す
るための手段であることができる。
【００６３】
［００７５］図９は、基地局１０５－ｆとＵＥ１１５－ｆとを含む無線通信システム９０
０のブロック図である。この無線通信システム９００は、図１、２、６乃至９の無線通信
システム１００、２００、６００、７００、８００、又は９００のうちの１つ以上の例で
あることができる。さらに、無線通信システム９００は、図３－４を参照して説明される
ダウンリンクフレーム構造３００、４００の１つ以上の態様を実装することができる。基
地局１０５－ｆは、アンテナ９３４－ａ乃至９３４－ｘを装備することができ、ＵＥ１１
５－ｆは、ＵＥアンテナ９５２－ａ乃至９５２－ｎを装備することができる。基地局１０
５－ｆにおいて、送信プロセッサ９２０は、データソースからデータを受信することがで
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きる。
【００６４】
［００７６］送信プロセッサ９２０は、データを処理することができる。送信プロセッサ
９２０は、基準信号、及びセル専用基準信号を生成することもできる。送信（ＴＸ）ＭＩ
ＭＯプロセッサ９３０は、データシンボル、制御シンボル、及び／又は基準シンボルに関
する空間処理（例えば、プリコーディング）を行うことができ、該当する場合はプリコー
ダリソースバンドリングを使用することを含み、及び、基地局変調器／復調器９３２－ａ
乃至９３２－ｘに出力シンボルストリームを提供することができる。各基地局変調器／復
調器９３２は、出力されたサンプルストリームを入手するために（例えば、ＯＦＤＭ、等
に関して）各々の出力シンボルストリームを処理することができる。各基地局変調器／復
調器９３２は、ダウンリンク（ＤＬ）信号を入手するために出力サンプルストリームをさ
らに処理（例えば、アナログへの変換、増幅、フィルタリング、及びアップコンバージョ
ン）することができる。一例においては、基地局変調器／復調器９３２－ａ乃至９３２－
ｘからのＤＬ信号は、アンテナ９３４－ａ乃至９３４－ｘを介して送信することができる
。
【００６５】
［００７７］ＵＥ１１５－ｆでは、ＵＥアンテナ９５２－ａ乃至９５２－ｎは、基地局１
０５－ｆからＤＬ信号を受信することができ及び受信された信号をＵＥ変調器／復調器９
５４－ａ乃至９５４－ｎにそれぞれ提供することができる。各ＵＥ変調器／復調器９５４
は、入力サンプルを入手するために各々の受信された信号をコンディショニング（例えば
、フィルタリング、増幅、ダウンコンバージョン、及びデジタル化）することができる。
各ＵＥ変調器／復調器９５４は、受信されたシンボルを入手するために（例えば、ＯＦＤ
Ｍ、等に関して）入力サンプルをさらに処理することができる。ＭＩＭＯ検出器９５６は
、すべてのＵＥ変調器／復調器９５４－ａ乃至９５４－ｎから受信されたシンボルを入手
し、該当する場合は受信されたシンボルに関するＭＩＭＯ検出を行い、検出されたシンボ
ルを提供することができる。受信プロセッサ９５８は、検出されたシンボルを処理（例え
ば、復調、デインターリービング、及び復号）し、検出されたシンボルに関して干渉除去
及び／又は干渉抑圧動作を行い、ＵＥ１１５－ｆに関する復号されたデータをデータ出力
部に提供し、復号された制御情報をプロセッサ９８０、又はメモリ９８２に提供すること
ができる。プロセッサ９８０は、上述されるように、ＵＥ１１５－ｆのＩＣ／ＩＳ動作を
決定及び修正することができるＩＣ／ＩＳモジュール７４０－ｂと結合することができる
。
【００６６】
［００７８］アップリンク（ＵＬ）では、ＵＥ１１５－ｆにおいて、送信プロセッサ９６
４は、データソースからデータを受信して処理することができる。送信プロセッサ９６４
は、基準信号に関する基準シンボルを生成することもできる。送信プロセッサ９６４から
のシンボルは、該当する場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ９６６によってプリコーディング
し、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡ、等に関して）ＵＥ変調器／復調器９５４－ａ乃至９５４
０－ｎによってさらに処理し、基地局１０５－ｆから受信された送信パラメータに従って
基地局１０５－ｆに送信することができる。基地局１０５－ｆにおいて、ＵＥ１１５－ｆ
からのＵＬ信号は、アンテナ９３４によって受信し、基地局変調器／復調器９３２によっ
て処理し、該当する場合はＭＩＭＯ検出器９３６によって検出し、受信プロセッサ９３８
によってさらに処理することができる。受信プロセッサ９３８は、復号されたデータをデ
ータ出力部に及びプロセッサ９４０に提供することができる。メモリ９４２は、プロセッ
サ９４０と結合することができる。
【００６７】
［００７９］プリコーダリソースバンドリング評価モジュール６２５－ａは、幾つかの実
施形態においては、１つ以上の近隣基地局に関連する信号を評価し、プリコーダリソース
バンドリングに関連する情報をプロセッサ９４０に提供することができ、それは、プリコ
ーダリソースバンドリングに関連する情報をＵＥ１１５－ｆに転送することができる。同
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様に、上述されるように、無線通信システム９００は、複数のコンポーネント搬送波に関
する動作をサポートすることができ、それらの各々は、基地局１０５－ｆとデバイス１１
５－ｆとの間で送信される異なる周波数の波形信号を含む。複数のコンポーネント搬送波
は、ＵＥ１１５－ｆと基地局１０５－ｆとの間でアップリンク及びダウンリンク送信を搬
送することができ、基地局１０５－ｆは、複数のコンポーネント搬送波に関する動作をサ
ポートすることができる。ＵＥ１１５－ｆのコンポーネントは、個々に又は全体的に、ハ
ードウェア内の該当する機能のうちの一部又は全部を実行するように好適化された１つ以
上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができる。注記されたモジ
ュールの各々は、無線通信システム９００の動作に関連する１つ以上の機能を実行するた
めの手段であることができる。同様に、基地局ＵＥ１０５－ｆのコンポーネントは、個々
に又は全体的に、ハードウェア内の該当する機能のうちの一部又は全部を実行するように
好適化された１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができ
る。注記されたモジュールの各々は、無線通信システム９００の動作に関連する１つ以上
の機能を実行するための手段であることができる。
【００６８】
［００８０］図１０は、様々な実施形態により無線通信システムによって実行することが
できる方法１０００を例示する。方法１０００は、例えば、図１、２、６、７、又は９の
ＵＥによって、又は、これらの図に関して説明されるデバイスのいずれかの組み合わせを
用いて実行することができる。最初に、ブロック１００５において、ＵＥは、サービス提
供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジューリングされ
た近隣基地局を識別する。ブロック１０１０において、ＵＥは、干渉信号に関してプリコ
ーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価する。上記のように、プリコーダ
リソースバンドリングは、周波数に関する物理的リソースブロック（ＰＲＢ）バンドリン
グ又は時間に関するサブフレームバンドリングを含むことができる。幾つかの実施形態に
おいては、評価することは、干渉信号内にプリコーダリソースバンドリングが存在するこ
とを示すサービス提供基地局からの表示がない場合にプリコーダリソースバンドリングを
無視することを含むことができる。最後に、ブロック１０１５において、ＵＥは、評価に
応じて干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）動作を修正する。
【００６９】
［００８１］図１１は、様々な実施形態による無線通信システムによって実行することが
できる方法１１００を例示する。方法１１００は、例えば、図１、２、６、７、又は９の
ＵＥによって、又は、これらの図に関して説明されるデバイスのいずれかの組み合わせを
用いて実行することができる。最初に、ブロック１１０５において、ＵＥは、サービス提
供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジューリングされ
た近隣基地局を識別する。ブロック１１１０において、ＵＥは、近隣基地局から信号を受
信する。ＵＥは、ブロック１１５において、受信された信号の隣接するＰＲＢ又は隣接す
るサブフレームのうちの１つ以上に関するチャネル特性を推定する。ブロック１１２０に
おいて、ＵＥは、チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダリソース
バンドリングが存在すると決定する。スレショルドは、例えば、隣接するＰＲＢ又は隣接
するサブフレームに対する受信された信号のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）境界の
位置に基づいて２つ以上のスレショルドから選択することができる。最後に、ブロック１
１２５において、ＵＥは、評価に応じてサブフレームに関する干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ
／ＩＳ）動作を修正する。
【００７０】
［００８２］図１２は、様々な実施形態による無線通信システムにおいて基地局によって
実行することができる方法１２００を例示する。方法１２００は、例えば、図１、２、６
、７、又は９の基地局によって、又は、これらの図に関して説明されるデバイスのいずれ
かの組み合わせを用いて実行することができる。最初に、ブロック１２０５において、基
地局は、サービス提供基地局からユーザ装置（ＵＥ）へのサブフレームの送信中に少なく
とも１つの近隣基地局によって使用されるリソースバンドリング方式を識別する。ブロッ
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ク１２１０において、基地局は、ＵＥの干渉除去／抑圧（ＩＣ／ＩＳ）動作において使用
するための識別されたバンドリング方式の表示をＵＥに送信する。表示は、例えば、近隣
基地局の１つ以上の干渉信号に関してリソースバンドリングが存在しないことを示す表示
、近隣基地局の１つ以上の干渉信号のうちの少なくとも過半数に関してプリコーダリソー
スバンドリングが存在することを示す表示、２つ以上のサブフレームにおいてリソースバ
ンドリングが存在することを示す表示、又は、近隣基地局のサブフレームのすべてのプリ
コーダリソースバブロックグループ（ＰＲＧ）内にリソースバンドリングが存在すること
を示す表示のうちの１つ以上を含むことができる。幾つかの実施形態においては、その表
示は、１つ以上の近隣基地局の１つ以上の仮想セル識別（ＶＣＩＤ）の各々に関する１ビ
ットの表示を含むことができ、ＵＥが１つ以上のＶＣＩＤのうちの１つを用いて信号に関
してリソースバンドリングの存在を仮定すべきかどうかを示すことができる。表示は、プ
リコーダバンドリングを使用するリソースの識別を含むことができ、及び、表示は、例え
ば、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）許可又は拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣ
Ｈ）のうちの少なくとも１つでＵＥに送信することができる。
【００７１】
［００８３］添付された図面と関係させて上述される発明を実施するための形態は、典型
的な実施形態について説明するものであり、実装することができる又は請求項の範囲内に
ある唯一の実施形態を表すものではない。この説明全体を通じて用いられる用語“典型的
な”は、“１つの例、事例、又は実例を提供すること”を意味し、その他の典型的な実施
形態よりも“好ましい”又は“有利である”ことを意味するわけではない。発明を実施す
るための形態は、説明される技法に関する理解を提供することを目的とした具体的な詳細
を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしで実践することがで
きる。幾つかの例では、非常によく知られた構造及びデバイスは、説明される実施形態の
概念を曖昧にすることを回避するためにブロック図形で示される。
【００７２】
［００８４］情報及び信号は、様々な異なる技術及び技法のうちのいずれかを用いて表す
ことができる。例えば、上記の説明全体を通じて参照されることがあるデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁場、磁
粒子、光学場、光学粒子、又はそれらのあらゆる組合せによって表すことができる。
【００７３】
［００８５］ここにおける開示と関係させて説明される様々な例示的なブロック及びモジ
ュールは、ここにおいて説明される機能を果たすように設計された汎用プロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリ
ートゲートロジック、ディスクリートトランジスタロジック、ディスクリートハードウェ
アコンポーネント、又はそれらのあらゆる組合せ、を用いて実装又は実行することが可能
である。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであることができるが、代替においては、
プロセッサは、従来のどのようなプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又
はステートマシンであってもよい。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ
、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
との組合せ、ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサとの組合せ、又はあら
ゆるその他の構成、として実装することも可能である。
【００７４】
［００８６］ここにおいて説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア／ファームウ
ェア、又はそれらの組み合わせにおいて実装することができる。ソフトウェア／ファーム
ウェアにおいて実装される場合は、これらの機能は、コンピュータによって読み取り可能
な媒体において１つ以上の命令又はコードとして格納すること又は送信することができる
。その他の例及び実装は、本開示及び添付される請求項の範囲及び精神内にある。例えば
、ソフトウェア／ファームウェアの性質に起因して、上述される機能は、プロセッサによ
って実行されるソフトウェア／ファームウェア、ハードウェア、ハードワイヤリング、又
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はこれらの組み合わせを用いて実装することができる。機能を実装する特徴は、様々な位
置に物理的に配置することができ、機能の一部分が異なる物理的位置において実装される
ように分布することを含む。さらに、請求項内を含むここにおいて使用される場合におい
て、項目のリスト（例えば、“～のうちの少なくとも１つの”又は“～のうちの１つ以上
の”によって始まる項目のリスト）において使用される“又は”は、離接的リストを示し
、従って、例えば、“Ａ、Ｂ、又はＣのうちの少なくとも１つの”のリストは、Ａ又はＢ
又はＣ又はＡＢ又はＡＣ又はＢＣ又はＡＢＣ（すなわち、Ａ及びＢ及びＣ）を意味する。
【００７５】
［００８７］コンピュータによって読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と、１
つの場所から他へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信
媒体と、の両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータ又は専用コンピュータによってア
クセス可能なあらゆる利用可能な媒体であることができる。例として、及び制限すること
なしに、コンピュータによって読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭ又はその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又はその他の磁
気記憶装置、又は、命令又はデータ構造の形態で希望されるプログラムコード手段を搬送
又は格納するために用いることができ及び汎用又は専用コンピュータ又は汎用又は専用プ
ロセッサによってアクセス可能なその他の媒体、を備えることができる。さらに、いずれ
の接続もコンピュータによって読み取り可能な媒体であると適切に呼ばれる。例えば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デジタル加入者ライン（
ＤＳＬ）、又は無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマイクロ波、を用いてウェブサイ
ト、サーバ、又はその他の遠隔ソースから送信される場合は、その同軸ケーブル、光ファ
イバケーブル、より対線、ＤＳＬ、又は無線技術、例えば赤外線、無線、及びマイクロ波
、は、媒体の定義の中に含まれる。ここにおいて用いられるときのディスク（ｄｉｓｋ及
びｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）と、レーザーディスク（登録
商標）（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（Ｄ
ＶＤ）（ｄｉｓｃ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）と、ブルーレイデ
ィスク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは通常は磁気的にデータを複製し、ｄ
ｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを複製する。上記の組み合わせも、コンピュー
タによって読み取り可能な媒体の適用範囲内に含められる。
【００７６】
［００８８］本開示に関する前の説明は、当業者が本開示を製造又は使用することを可能
にするために提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明確にな
るであろう、及びここにおいて定められる一般原理は、本発明の精神又は適用範囲を逸脱
せずにその他の変形に対しても適用することができる。本開示全体を通じて、用語“例”
又は“典型的な”は、例を示すものであり、挙げられる例が優先されることを意味するも
のでも要求するものでもない。以上のように、本開示は、ここにおいて示される例及び設
計に限定されるものではなく、ここにおいて開示される原理及び新規の特徴に一致する限
りにおいて最も広範な適用範囲が認められるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための方法であって、
　サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジュ
ーリングされた近隣基地局を識別することと、
　前記干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価す
ることと、
　前記評価に応じて前記サブフレームに関する干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）を修正
することと、を備える、ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための方法。
［Ｃ２］
　前記評価することは、前記干渉信号内にプリコーダリソースバンドリングが存在するこ
とを示す前記サービス提供基地局からの表示が存在しない場合にプリコーダリソースバン
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ドリングを無視することを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記評価することは、前記近隣基地局の通信がプリコーダリソースバンドリングを含む
尤度を決定することを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記評価することは、
　前記近隣基地局から信号を受信することと、
　前記受信された信号の隣接する物理的リソースブロック（ＰＲＢ）又は隣接するサブフ
レームのうちの１つ以上に関するチャネル特性を推定することと、
　チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダリソースバンドリングが
存在すると決定することと、を備えるＣ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記スレショルドは、前記隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームに対する前記受信
された信号のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）境界の位置に基づいて２つ以上のスレ
ショルドから選択されるＣ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　バンドリングされるべきであると決定された前記受信された信号の１つ以上のプリコー
ディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）のチャネル特性を再推定することによって
前記チャネル特性の前記推定値を精巧にすることをさらに備えるＣ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記受信された信号のプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内に拡張
物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）情報が存在するかどうかを決定すること
と、
　前記ＥＰＤＣＣＨに対応する１つ以上のＰＲＢ対を前記推定することから除外すること
と、をさらに備えるＣ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記評価することは、前記ＵＥが１つ以上の干渉信号に関するプリコーダリソースバン
ドリングの存在を説明すべきか又は１つ以上の干渉信号に関するプリコーダリソースバン
ドリングを無視すべきかどうかを示す表示に関して前記サービス提供基地局又は前記近隣
基地局のうちの少なくとも１つからの信号を評価することを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記表示は、
　１つ以上の干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが存在しないことを示す
表示、
　前記１つ以上の干渉信号のうちの少なくとも過半数に関してプリコーダリソースバンド
リングが存在することを示す表示、
　２つ以上のサブフレーム内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す表
示、
　サブフレームのすべてのプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内にプ
リコーダリソースバンドリングが存在することを示す表示、又は
　サブフレームのすべてのプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内にプ
リコーダリソースバンドリングが存在し、及び、ＰＲＧ内において、ランク、プリコーダ
、電力レベル、又は変調順序のうちの１つ以上が同一であることを示す表示、のうちの１
つ以上を備えるＣ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記表示は、１つ以上の仮想セル識別（ＶＣＩＤ）のうちの各々に関する１ビットの表
示を備え、前記ＵＥが前記１つ以上のＶＣＩＤのうちの１つを用いて信号に関するプリコ
ーダリソースバンドリングの存在を仮定すべきかどうかを示すＣ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＵＥは、調整されたマルチポイント（ＣｏＭＰ）送信に関する構成を含み、前記表



(27) JP 6437524 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

示は、干渉信号が前記ＵＥ　ＣｏＭＰ構成と同じ構成を有することを示す表示を備えるＣ
８に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記表示は、前記ＵＥがプリコーダリソースバンドリングの前記存在を仮定すべき対象
となるリソースの部分組を備えるＣ８に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記評価することは、前記近隣基地局の１つ以上の識別された変調順序又は１つ以上の
識別されたタイプの送信に関してプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す
表示を前記サービス提供基地局又は前記近隣基地局のうちの少なくとも１つから受信する
ことを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記評価することは、前記サービス提供基地局から物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）許可又は拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つでプリコー
ダリソースバンドリングの表示を受信することを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
前記サブフレームに関するＩＣ／ＩＳ動作を修正することは、復調－基準信号（ＤＭ－Ｒ
Ｓ）に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）信号の除去をエンハンスする
ことを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　無線通信ユーザ装置（ＵＥ）デバイスであって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジュ
ーリングされた近隣基地局を識別すること、
　前記干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価す
ること、及び
　前記評価することに応じて前記サブフレームに関する干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ
）動作を修正することを前記プロセッサに行わせるための前記プロセッサによって実行可
能である命令を具現化した前記プロセッサに結合されたメモリと、を備える、無線通信ユ
ーザ装置（ＵＥ）デバイス。
［Ｃ１７］
　前記命令は、前記干渉信号内にプリコーダリソースバンドリングが存在することを示す
前記サービス提供基地局からの表示が存在しない場合にプリコーダリソースバンドリング
を無視するために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ１６に記載のデバイス
。
［Ｃ１８］
　前記命令は、
　前記近隣基地局から信号を受信し、
　前記受信された信号の隣接する物理的リソースブロック（ＰＲＢ）又は隣接するサブフ
レームのうちの１つ以上に関するチャネル特性を推定し、及び
　チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダリソースバンドリングが
存在すると決定するために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ１６に記載の
デバイス。
［Ｃ１９］
　前記スレショルドは、前記隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームに対する前記受信
された信号のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）境界の位置に基づいて２つ以上のスレ
ショルドから選択されるＣ１８に記載のデバイス。
［Ｃ２０］
　命令は、
　前記受信された信号のプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内に拡張
物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）情報が存在するかどうかを決定し、及び
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　前記ＥＰＤＣＣＨに対応する１つ以上のＰＲＢ対を前記推定することから除外するため
に前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ１８に記載のデバイス。
［Ｃ２１］
　前記命令は、前記ＵＥが１つ以上の干渉信号に関するプリコーダリソースバンドリング
の存在を説明すべきか又は１つ以上の干渉信号に関するプリコーダリソースバンドリング
を無視すべきかどうかを示す表示に関して前記サービス提供基地局又は前記近隣基地局の
うちの少なくとも１つからの信号を評価するために前記プロセッサによってさらに実行可
能であるＣ１６に記載のデバイス。
［Ｃ２２］
　前記表示は、前記ＵＥがプリコーダリソースバンドリングの前記存在を仮定すべき対象
となるリソースの部分組を備えるＣ２１に記載のデバイス。
［Ｃ２３］
　前記命令は、前記サービス提供基地局から物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）許可又は拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つでプリコーダリソー
スバンドリングの表示を受信するために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ
１６に記載のデバイス。
［Ｃ２４］
前記命令は、復調－基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づく物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）信号の除去をエンハンスするために前記プロセッサによってさらに実行可能で
あるＣ１６に記載のデバイス。
［Ｃ２５］
　ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための装置であって、
　サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジュ
ーリングされた近隣基地局を識別するための手段と、
　前記干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価す
るための手段と、
　前記評価に応じて前記サブフレームに関して干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）を修正
するための手段と、を備える、ユーザ装置（ＵＥ）によって行われる無線通信のための装
置。
［Ｃ２６］
　評価するための前記手段は、
　前記近隣基地局から信号を受信するための手段と、
　前記受信された信号の隣接する物理的リソースブロック（ＰＲＢ）又は隣接するサブフ
レームのうちの１つ以上に関するチャネル特性を推定するための手段と、
　チャネル推定値の差がスレショルドを下回るときにプリコーダリソースバンドリングが
存在すると決定するための手段と、を備えるＣ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記スレショルドは、前記隣接するＰＲＢ又は隣接するサブフレームに対する前記受信
信号のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）境界の位置に基づいて２つ以上のスレショル
ドから選択されるＣ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記受信された信号のプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）内に拡張
ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）情報が存在するかどうかを決定するための手段と、前記ＥＰ
ＤＣＣＨに対応する１つ以上のＰＲＢ対を前記推定から除外するための手段と、をさらに
備えるＣ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　評価するための前記手段は、
　前記サービス提供基地局から物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）許可又は拡
張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つでプリコーダリソースバンドリン
グの表示を受信するための手段を備えるＣ２５に記載の装置。
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［Ｃ３０］
　ユーザ装置（ＵＥ）によって無線通信を行うためのコンピュータプログラム製品であっ
て、
　サービス提供基地局からのサブフレームの送信中に干渉信号を送信するようにスケジュ
ーリングされた近隣基地局を識別し、
　前記干渉信号に関してプリコーダリソースバンドリングが使用されるかどうかを評価し
、及び
　前記評価に応じて前記サブフレームに関して干渉除去／干渉抑圧（ＩＣ／ＩＳ）動作を
修正するためのプロセッサによって実行可能である命令を格納する非一時的なコンピュー
タによって読み取り可能な媒体を備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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